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は　じ　め　に

私が、「土佐の高知」を初めて意識したのは、小学 5年生の頃の1959年、ペ
ギー葉山の歌で大ヒットした「南国土佐を後にして」であった。母がよく歌っ
ていた。その頃は、父の仕事の関係から秋田県本荘市（現由利本荘市）で暮ら
していた。重い雪空の秋田で、南国のまばゆいばかりの空が目に浮かんでいた。
初めて高知に足を踏み入れたのが40年以上前の大学生の頃、厳冬の石鎚山に
登り、山頂から高知方面を眺めていた。四国の山の厳しさが痛感された。険し
い山道の途中には小さな集落があり、東日本では見られない城壁のような石を
組んだ狭い道は、まだ経験の乏しかった私には異次元の世界のように思えた。
産業面で高知を意識し始めたのは、30代に入ってからであり、当時、伝統的
な地場産業を研究していたことから和紙への関心が深まり、典具帳紙という土
佐の見事な極薄の紙に感心していたものであった。そして、40代になると高知
通いが始まり、和紙生産の現場を歩きだした。
その後、しばらく縁がなく過ごしていたのだが、1990年代の後半の頃から高
知が気になり始めた。地域問題の中に「中山間地域」というものがあり、その
焦点が高知県と島根県であることを知った。地域産業の中でも大都市工業、企
業城下町、地場産業の現場を重ねてきた私にとって、中山間地域は未知のもの
であり、そこの暮らしと産業のイメージが膨らんでいった。
そして、2000年の頃から縁があり島根県との付き合いが始まり、2000年代は
中国山地に通う日々が続いた。中国山地と四国山地、いつもこの二つを意識し
て島根の山村の集落を訪れていた。10年ほど島根に通い、島根を焦点とする中
山間地域と産業問題に関する書籍 3冊（関満博編『地方圏の産業振興と中山間
地域』新評論、2007年、関満博・松永桂子編『中山間地域の「自立」と農商工
連携』新評論、2009年、同編『「農」と「モノづくり」の中山間地域』新評論、
2010年）を公刊することができた。その間、高知はいつも気になっていた。
高知の中山間地域、漁業集落等との付き合いが本格的に始まったのは2008年
の末。以来 5年間、高知の中山間地域、漁業地域をめぐり歩いた。
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高知県は海岸線が東西に長く、そして、北側には急峻な四国山地が迫ってい
る。大野晃氏が言い始めた「限界集落」という言葉も、仁淀川上流の高知県の
山間地から生まれていた。そして、2008年12月中旬に訪れた旧赤岡町（現香南
市）にある高知県最大の地方青果卸市場の「㈱赤岡青果市場」には圧倒的な衝
撃を受けた。赤岡を中心に東西50㎞圏の中山間地域をカバーし、毎日35台のト
ラックが早朝の 4時に一斉に出発、約3500の出荷者（農家）の「庭先集荷」に
向けて走っていた。限界集落の高齢農家の庭先まで訪れ、数個の野菜を預かり、
荷姿を整えて市場に出していた。経営者は1923（大正12）年生まれの水田幸子
さん、先代の事業を引き継ぎ65年、一貫して「農家の暮らしを豊かにしてあげ
たい」として、庭先集荷に取り組んできたのであった。
日本のこれからの経済社会の基本となる人口減少、高齢化。辺境の地にある
高知県はその先端に位置する。人口減少は25年前から始まり、65歳以上人口の
割合を示す高齢化率は2012年 3 月末には28.97％に達し、秋田県、島根県に次
いでいる。「嶺

れい

北
ほく

」といわれる北部山間地域の大豊町では54％に達している。
他方、県庁所在地である高知市に人口の45％が集中するという現象を引き起
し、周辺との格差を拡げている。東の辺境の室戸岬のある室戸市と西の辺境の
足摺岬のある土佐清水市は激しい人口減少に見舞われ、いずれも人口は 1万
6000人ほどに縮小している。高知市への一極集中、北部中国山地の過疎化、そ
して、東西の地域の人口減少、これが現在の高知県人口の地域構造の基本と
なっているのである。
そして、マクロ経済指標でみると、数年前の2000年代の末の頃には、経済力
の基本的な指標である「 1人当たりの県民所得」と「製造品出荷額等」はいず
れも全国の都道府県の最下位となった。しかも、ハウス栽培による「野菜王
国」といわれながらも、一次産品（農水産物）と食料品（加工食品）の県際収
支が大幅な赤字であることも判明、高知県の地域産業のあり方が問われること
にもなった。その頃から、高知県は必死の地域産業振興に踏み込んでいった。
だが、高知の中山間地域や漁業地域の人びとの暮らしに接し、産業の現場を
訪れると意外な思いをさせられることになる。各地に設置された農産物直売所
を訪れると、新鮮な野菜と鮮魚、加工品が並び、人びとは買い物を楽しんでい
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る。高知県は市
いち

場
ば

と屋台の活発なところであり、各地で市場や直売所が盛んに
行われていた。また、中山間地域や漁業地域では女性たちを主体に一次産品加
工、地産地消のレストラン、さらに、農家・漁家民宿・民泊も開始され、人び
とが活き活きと動き始めているのであった。
高知には豊かな野菜、そして水産物がある。それを、これまでは素材の良さ
から生鮮で大都市に供給するばかりであった。先の一次産品と加工食品の県際
収支が大幅赤字とは、そのような事情を背景にしている。
成熟社会、豊かな高齢社会に突入している日本の場合、「暮らし」と「食」
をめぐる環境が大きく変化してきている。特に、豊かな高齢者が増加するにし
たがい、調理のできない層も増えてきた。安心、安全は当然のこととして、鮮
度の高い青果、水産物、そして、高いレベルの加工食品が求められている。そ
れらは、いまや日本の数少ない成長部門なのである。そのような点からすると、
優れた素材を提供してきた高知の可能性は大きい。
高知の各地で同時多発的に始まり出した地域資源を見直した「暮らし」と

「食」をめぐる新たな取り組みは、人びとを刺激し、むしろ、不思議な新たな
高まりを示しているのである。
なお、高知の中山間地域研究をスタートさせた2008年12月からの 5年間で、
高知への訪問は14回、訪れた現場は100を超え、お目にかかった方々は数百と
なった。その現場は高知の全域にわたった。人口が10分の 1に減少した嶺北の
大川村では廃校再利用の宿舎に泊まり、檮原や四万十川流域では農家・漁家民
宿・民泊にもお世話になった。また、この 5年間に地元の若者たちとの地域産
業振興の勉強会を重ね、各地を共に歩いた。現場で取り組んでいる人びとと接
し、高知の若者たちもおおいに刺激を受けているようであった。その中からす
でに起業に向かっている若者も登場している。条件不利、辺境と思われている
高知で、新たなうねりが生じてきているのであろう。
辺境の条件不利地域であり、マクロの指標では全国最下位が多い高知県は、
むしろ、日本全体の問題が先鋭的に現れている。その新たな構造条件を受け止
め、私たちのこれからのあり方を切り開いていく「先端の場」として、新たな
一歩を踏み出していくことが求められているように思う。
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人口減少、高齢化の中でむしろ地域産業の「現場」で存在感を高めている女
性たち、そして、未来を担う若者たちが高知の地域課題を受け止め、新たな産
業化の可能性に向かっていくことが、次の時代を切り拓いていくことになる。
そうしたことに積極的になれるかどうかが問われている。そして、そのような
取り組みは、高齢化に向かう世界の各地に重大な示唆を与えていくことになろ
う。高知のこれからの産業化の取り組みは、日本ばかりではなく世界性を帯び
ているのである。
振り返ると、この 5年の中ほどの2011年 3 月11日、東日本大震災が起こった。
当日、私はたまたま岩手県釜石市に滞在していた。釜石のまちは津波で徹底的
に破壊され、私も避難所に入った。狭い部屋の寿司詰め状態の40人ほどの人び
との中で、当時63歳の誕生日直前の私が最も若い方の一人であった。この三陸
の被災地も人口減少、高齢化の進む条件不利地域であった。被災以来、 3年を
経過し、この間、私は被災地の産業復興の「現場」に身を寄せている。
そのため、高知県の地域産業への訪問も滞り、本書の刊行も予定より 2年ほ
ど遅れた。この間、事情が大きく変わっているケースもある。それでも、この
5年間は高知県の地域産業の現場が大きく立ち上がる時期であり、その過程を
記しておくことの意義は大きいと考え、刊行に踏み切ることにした。
なお、本研究を進めていくにあたり、実に多くの方々から支援を受けている。
本書に登場していただいている現場の人びとに加え、 5年にわたる現地訪問の
環境を作っていただいた黒潮町役場の畦地和也氏にはたいへんにお世話になっ
た。畦地氏と共に向かう現場は「発見」と「感動」に満ちあふれ、実に多くの
ことを学ぶことができた。ここで、深く感謝を申し上げたい。これからも、高
知の現場を共に歩き、日本の地域産業の明日を語っていけることを願っている。
最後に、いつものように編集の労をとっていただいた新評論の山田洋氏、吉
住亜矢さんに深く感謝を申し上げたい。まことにありがとうございました。

2014年 3 月
 関　満博　　
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